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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
浮体式洋上風力発電における国際的そして日本固有の技術的課題は、難易度が高いため事業者個々で課題解決に向けた取り組みができるものではなく、浮体式洋上風力発電に関係する国・自治体、研究機関、事業者、サプライチェーンに関わる企業が協調して取り組んでいくことが望まれます。「国際標準の創設」と「共通基盤技術を日本で開発支援すること」を、あたかも双子のように連携させて浮体式洋上風力開発における技術的課題に取り組む、そのためにFLOWRAは設立されました（以下略）
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